
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

８
月

21

日
に
「
平
成

22

年
度 

大
津
市
事
業
仕
分
け
」
が
実
施
さ
れ

ま
す
。 

 

今
回
で
３
回
目
と
な
り
ま
す
が
、

こ
れ
ま
で
の
事
業
仕
分
け
で
は
、「
敬

老
祝
い
金
」
や
「
紙
お
む
つ
給
付
事

業
」「
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
助
成
事
業
」

な
ど
、
特
に
弱
者
が
必
要
と
し
て
い

る
施
策
の
補
助
が
大
き
く
削
減
さ
れ

て
き
ま
し
た
。 

 

昨
年
の
仕
分
け
で
は
、
旧
志
賀
町

の
遠
距
離
通
学
補
助
が
見
直
し
の
対

象
と
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
南
北

17
㎞
に
中
学
校
は
１
つ
と
い
う
特

殊
な
地
域
性
な
ど
を
考
慮
せ
ず
結
論

さ
れ
た
も
の
で
す
。 

 

市
・
町
の
長
い
歴
史
の
中
で
、
地

域
や
、
団
体
、
社
会
情
勢
な
ど
の
実

状
に
応
じ
て
行
政
と
市
民
が
築
き
上

げ
て
き
た
施
策
を
、
20
分
と
い
う
わ

ず
か
な
時
間
の
質
疑

応
答
で
「
仕
分
け
」

で
き
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
行
政
改

事業仕分けの日程 

８月 21 日(土) 

午前９時 30 分～  

午後４時 10 分 

場所：大津市役所 

新館７階大会議室・特別

応接室・特別会議室 
 

※入退室自由です。 

 

７
月
に
行
わ
れ
た
大
津
市

議
会
活
性
化
検
討
委
員
会
で
、

議
員
定
数
問
題
に
つ
い
て
議

論
さ
れ
ま
し
た
。 

 

自
民
系
の
湖
誠
会
・
大
志
会

は
定
数
削
減
を
行
う
べ
き
、
民

主
系
の
市
民
ネ
ッ
ト
は
議
員

報
酬
５
％
カ
ッ
ト
に
相
当
す

る
２
名
の
定
数
削
減
を
、
公
明

は
４
名
削
減
、
共
産
党
と
清
正

会
は
現
状
通
り
と
す
る
考
え

方
が
そ
れ
ぞ
れ
出
さ
れ
ま
し

た
。 

 

そ
も
そ
も
、
６
月
議
会
で
は

市
長
の
定
数
削
減
提
案
に
道

理
が
な
い
と
し
て
否
決
し
た

ば
か
り
。
国
政
で
も
少
数
党
の

今回仕分けの対象と

なっている障がい者

自立訓練施設→ 

 ７／31～８／２まで「第52回自治

体学校」が福井市で開催されました。 
 地元は福井フェニックスまつりで盛

り上がり、浴衣やよさこいの衣装を身

にまとう人で賑わって、暑い夏本番を

感じながらの研修でした。  
 今年は『守ろう！憲法に基づく地方

自治、検証しよう！「地域主権」』を

メインテーマに、1,500名を超える参

加者が、昨年の政権交代、先の参議院

選挙後進められてきた民主党政権の

「改革」が、国・自治体の行政をどの

ように変えていこうとしているのか、

真に国民・住民のための行政とはどう

いうものなのか、それを実現するため

にはどうすればよいのか、２つの全体

会、12の分科会と２つの講座で学び、

議論し合いました。 
 私は「子どもの貧困と子ども政策」

の分科会に参加しました。子どもたち

を取り巻く現実をもっとリアルに捉

え、現状の政策を検証しながら、子ど

もたち一人ひとりの格差をなくすため

の政策提起が求められることを実感し
ました。 
 夜には自主参加の「学校給食」

の交流会がもたれ、30余りの自

治体の現状を交流し合い、さま

ざまな取り組みに力が湧いてき

ました。学んできたことをより

深めて、政策提案できるよう頑

張ります。 

  

革
と
い
う
の
な
ら
関
係
市
民
を
交
え

た
意
見
交
換
を
充
分
に
行
い
、
市
民

合
意
を
得
て
進
め
る
べ
き
で
す
。 

 

今
回
の
事
業
仕
分
け
で
は
、
障
が

い
者
自
立
訓
練
施
設
運
営
事
業
・
小

学
校
の
巡
回
警
備
業
務
委
託
・
土
地

地
積
調
査
事
業
な
ど
21
項
目
の
事

締
め
出
し
を
ね
ら
う
定
数
削

減
が
行
わ
れ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
が
、
市
民
の
少
数
意
見
な

ど
が
届
き
に
く
く
な
り
ま
す
。 

 

削
減
は
「
市
民
の
声
」
だ
と

い
う
人
も
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま

で
の
議
会
を
見
て
も
、
一
部
の

与
党
会
派
の
よ
う
に
自
ら
紹

介
議
員
に
な
っ
た
請
願
を
否

決
す
る
な
ど
、
市
民
の
願
い
に

背
を
向
け
て
き
た
態
度
こ
そ

が
問
わ
れ
る
べ
き
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。 

 

「
身
を
削
る
」
と
い
う
の
な

ら
ば
、
海
外
視
察
旅
行
や
議
員

報
酬
な
ど
の
見
直
し
こ
そ
行

う
べ
き
で
す
。 

業
が
対
象
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

 

会
場
は
出
入
り
自
由

で
す
。
傍
聴
し
て
市
民
と

し
て
の
要
望
も
市
に
よ

せ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 


